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1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.1.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 
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ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 
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(h) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．手順等 

1.1.2 重大事故等時の手順 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 
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添付資料1.1.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料1.1.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料1.1.3 原子炉スクラム信号一覧表 
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添付資料1.1.6 代替原子炉再循環ポンプトリップ機能 概要図 

添付資料1.1.7 重大事故対策の成立性 

1．非常時運転手順書Ⅱ（徴候ベース）原子炉制御「反応度

制御」 

(1) スクラム・パイロット弁計器用空気系排気 

(2) スクラム個別スイッチによる制御棒挿入 
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添付資料 1.1.10 

サプレッション・プール水温度における設定根拠の考え方について 

サプレッション・プール水温度における設定根拠の考え方について，

以下に示す。 

操作項目 判断基準 考え方 

ほう酸水注入

系の起動 

サプレッション・プ

ール水温度；49℃ 

サプレッション・プール水

温度が高温待機運転時の制

限値 49℃を超える場合には

原子炉を手動スクラムする

ことから，ほう酸水注入系

は原子炉スクラム（自動及

び手動）のバックアップ機

能であることを踏まえ，サ

プレッション・プール水温

度の手動スクラム実施基準

（49℃）近接に設定 

原子炉隔離時

冷却系の停止 

サプレッション・プ

ール水温度；106℃ 

原子炉隔離時冷却系の高温

耐性（116℃）に余裕を考慮

して設定 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.6.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．重大事故等対処設備（設計基準拡張）の対応手段及び設備 

ｂ．炉心の著しい損傷防止のための対応手段及び設備 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 代替格納容器スプレイ 

ⅱ) ドライウェル内ガス冷却装置による格納容器内の除熱 

ⅲ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 復旧 

ⅱ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｃ．格納容器破損を防止するための対応手段及び設備 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 代替格納容器スプレイ 

ⅱ) ドライウェル内ガス冷却装置による格納容器内の除熱 

ⅲ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 復旧 

ⅱ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｄ．手順等 

1.6.2 重大事故等時の手順 

1.6.2.1 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 
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(1) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器内の除熱 

(2) 残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）によるサプレッショ

ン・プール水の除熱 

1.6.2.2 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．代替格納容器スプレイ 

(a) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器内の冷却 

(b) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器内の冷却

（淡水／海水） 

(c) 代替循環冷却系による格納容器内の除熱 

(d) 消火系による格納容器内の冷却 

(e) 補給水系による格納容器内の冷却 

ｂ．ドライウェル内ガス冷却装置による格納容器内の除熱 

(a) ドライウェル内ガス冷却装置による格納容器内の除熱 

ｃ．重大事故等時の対応手段の選択 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）復旧後の格納容器内の

除熱 

(b) 残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）復旧後のサプレ

ッション・プール水の除熱 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

1.6.2.3 格納容器破損を防止するための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．代替格納容器スプレイ 
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(a) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器内の冷却 

(b) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器内の冷却

（淡水／海水） 

(c) 代替循環冷却系による格納容器内の除熱 

(d) 消火系による格納容器内の冷却 

(e) 補給水系による格納容器内の冷却 

ｂ．ドライウェル内ガス冷却装置による格納容器内の除熱 

(a) ドライウェル内ガス冷却装置による格納容器内の除熱 

ｃ．重大事故等時の対応手段の選択 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）復旧後の格納容器内の

除熱 

(b) 残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）復旧後のサプレ

ッション・プール水の除熱 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

1.6.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

添付資料1.6.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料1.6.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料1.6.3 重大事故対策の成立性 

1．代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器

内の冷却（淡水／海水） 

(1) 可搬型代替注水大型ポンプによる送水（淡水／海

水） 

(2) 系統構成 

6



目－4 

2．消火系による格納容器内の冷却 

(1) 系統構成 

3．補給水系による格納容器内の冷却 

(1) 系統構成 

添付資料1.6.4 解釈一覧 

1．判断基準の解釈一覧 

2．操作手順の解釈一覧 
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1.6－21 

る。 

⑤運転員等は中央制御室にて，残留熱除去系熱交換器（Ａ）バイパス

弁を閉にする。 

⑥運転員等は中央制御室にて，サプレッション・プール水の除熱が開

始されたことを残留熱除去系系統流量の上昇，サプレッション・プ

ール水の温度の低下により確認し，発電長に報告する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室対応は運転員等1名により操作を実施する。中央制

御室に設置されている操作盤からの遠隔操作であるため，速やかに対応

できる。 

1.6.2.2 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．代替格納容器スプレイ 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系及びサプレッション・プー

ル冷却系）ポンプが故障により機能喪失した場合において炉心の著し

い損傷を防止するため，代替格納容器スプレイ冷却系（常設），代替

格納容器スプレイ冷却系（可搬型），代替循環冷却系，消火系及び補

給水系による格納容器内の冷却を実施する。 

格納容器スプレイ開始後は，格納容器内の圧力が負圧とならないよ

うに，格納容器スプレイの起動／停止を行う。 

なお，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）である可搬型代替注

水大型ポンプによる格納容器内の冷却手段は，代替格納容器スプレイ

冷却系（常設）による格納容器内の冷却手段と同時並行で準備を開始

する。 

(a) 代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器内の冷却 
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1.6－22 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系及びサプレッション・プ

ール冷却系）による格納容器内の除熱ができず，格納容器スプレイ

開始の判断基準に到達※１した場合において，代替淡水貯槽の水位

が確保されている場合。 

※1：「格納容器スプレイ開始の判断基準に到達」とは，サプレッ

ション・チェンバ圧力，ドライウェル雰囲気温度又はサプレ

ッション・プール水位指示値が格納容器スプレイ開始の判断

基準（第1.6－4表）に達した場合。 

ⅱ) 操作手順 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器内の冷却手

順の概要は以下のとおり。ただし，格納容器スプレイの停止及び再

開は，格納容器スプレイ開始，停止の判断基準（第1.6－4表）及び

格納容器スプレイの制御に関する判断基準（第1.6－6表）に従い実

施する。 

概要図を第1.6－4図に，タイムチャートを第1.6－5図に示す。 

①発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に代替格納

容器スプレイ冷却系（常設）による格納容器内の冷却の準備を

指示する。 

②運転員等は中央制御室にて，代替格納容器スプレイ冷却系（常

設）による格納容器内の冷却に必要な残留熱除去系（Ｂ）Ｄ／

Ｗスプレイ弁の受電操作を実施し，残留熱除去系（Ｂ）Ｄ／Ｗ

スプレイ弁の表示灯が点灯したことを確認する。 

③運転員等は中央制御室にて，代替格納容器スプレイ冷却系（常

設）による格納容器内の冷却に必要なポンプ，電動弁及び監視
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炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手段の選択 

第 1.6－20 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（1／4） 

※1 

（2／4）から 

格納容器内の冷却機能喪失

代替格納容器スプレイ

冷却系(常設)による 

格納容器内の冷却 

可搬型代替注水大型

ポンプ準備

格納容器内

の冷却成功

代替循環冷却系 

による格納容器内の

除熱 

格納容器内

の冷却成功

重大事故等へ対処す

るために消火系によ

る消火を必要とする

火災の発生なし

消火系による 

格納容器内の冷却 

格納容器内

の冷却成功

補給水系による 

格納容器内の冷却 

格納容器内

の冷却成功

代替格納容器スプレイ

冷却系(可搬型)による

格納容器内の冷却 

格納容器内

の冷却成功

格納容器内の冷却

原子炉補機冷却水系

による冷却水確保

ドライウェル内ガス

冷却装置による 

格納容器内の除熱 

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

No

No

（凡例）

：プラント状態

：操作・確認

：判断

：重大事故等対処設備
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炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手段の選択 

第 1.6－20 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（2／4） 

（凡例）

：プラント状態

：操作・確認

：判断

：重大事故等対処設備

緊急用Ｍ／Ｃから 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ又は 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ受電可能

全交流動力電源喪失

常設代替交流電源設備により 

緊急用Ｍ／Ｃ受電

No 

※1 

（1／4）へ 

Yes 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却系又はサプレッション・プール冷

却系）復旧後の格納容器内又はサプ

レッション・プール水の除熱

格納容器内又はサ

プレッション・プ

ール水の除熱成功 

代替循環冷却系 

による格納容器内の除熱

Yes 

No 

格納容器内又はサプレッション・

プール水の除熱

冷却水確保可能
No 

Yes 

残留熱除去系海水系機能喪失

※1 

（1／4）へ 

（並行操作） 

代替残留熱除去系海水系

による冷却水確保

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却系又はサプレッション・プール冷

却系）復旧後の格納容器内又はサプ

レッション・プール水の除熱

格納容器内又はサ

プレッション・プ

ール水の除熱成功 

格納容器内又はサプレッション・

プール水の除熱

代替循環冷却系 

による格納容器内の除熱

Yes 

No 

緊急用海水系による 

冷却水確保
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